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は じ め に
インドネシアのイスラーム団体，ナフダトゥ
ル・ウラマー（Nahdlatul Ulama：ウラマー〈宗教




































































































































































































































































［Muchith Muzadi 2006b, 108］，総裁になったワハ
ブ・ハズブラ（Wahab Chasbullah〈1888-1971〉，


















大会（1979 年 6 月）直前に，かつて「指導され
る民主主義」に反対していたアフマド・シ













































（Khittah NU，NU の 指 針・ 戦 術， 以 下「 ヒ ッ
タ」）（注13）として成文化し，成員や組織の思考・
態度・行動の指針とした。検討が重ねられて，
第 27 回全国大会（1984 年 12 月）でヒッタは採





















































（Lembaga Kajian dan Pengembangan Sumber Daya 


















































































〈Hasyim Muzadi〉の兄）は，ヒッタ後の 15 年間
を振り返り，「ヒッタとアブドゥルラフマン（グ
ス・ドゥル）は，NUをダイナミックに展開させ





































































































派」（注22）として攻撃した［Tempo 12 Des. 2004, 26-



















































が課題であると強調する［Muchith Muzadi 2006b, 
115-116］。一方，成員の忠誠は組織ではなく，
まだ個々人のキヤイに向けられていることも指


















年 NU ヒッタ救済委員会（Komite Penyelamat 
Khittah NU 1926）」を名乗って，2004 年全国大
会 2カ月前にチルボンで「NU成員の大協議
（Musyawarah Besar Warga NU）」を開いた。5年前
と同じくこれも「全国大会対抗版」であった。
そのヒッタ救済委員会が集会の成果をまとめた


















Peneyelamat 2004, 5-6］。1955 年総選挙の頃から
84 年のヒッタ形成までの時期，NUの崇高な目
的は大きく歪曲された。その後，実践政治で
NUを利用する動きは 1999 年，2004 年の総選





































































く［Masdar Farid Mas’udi. n.d., 23］，「80 年経って
も組織と呼ぶには程遠い」［Masdar Farid Mas’udi. 
n.d., 20］。感情的につながれた共同体（pagayuban）
という性格が強く，指導力はカリスマ性と個人
的権威に頼っている［Masdar Farid Mas’udi. n.d., 
78］。また，「文化的NU」（ウマット）と「組織
的NU」（指導者，組織役員）の距離はますます




Farid Mas’udi. n.d., 29］。これを正すためには，組
織のいずれのレベルでも筆頭の役員が政治職の
候補になることを禁じる明確な規定を確立させ
るしかない［Masdar Farid Mas’udi n.d., 31］。
政治とは目的を達成するための戦術であり，
政治は大多数に公益（kemaslahatan）をもたらす




ならない［Masdar Farid Mas’udi. n.d., 50］。しかる
に，1999 年以降のNUは政党と変わらず，この
10 年は「誤れるNUの時代」であり，金に心を






































させる――』（Melawan Intervensi dan Arogansi: 
Menegakkan Tertib Organisasi，執筆者名は「NU東














































































































第 32 回全国大会の開催が発表された 2009 年
中ごろから，次期の総裁・議長選出が俎上に
上ってきた。ハシムは議長職から退くことを 8





























































裁選出馬の可能性が報じられた［Tempo 17 Jan. 
2010, 37］。ハシム自身は最後まで立候補を表明











イフラ・ユスフ（Saifullah Yusuf，注 24 を参照）







































































































































［Kompas 24 Maret 2010; Fajar 24 Maret 2010; Tribun 








































































































































































































































































































































会を見学した。中村は第 27 回大会（1984 年）
も見学し，NUは政党政治と決別して，ウラマー
の指導で宗教社会活動へのコミットを再開する















あった。第 31 回大会（2004 年）に関する報告
は見当たらず，先述のブッシュが断片的に触れ
ているだけである。









 a  ．マズハブに親しむウラマー間で連絡を取
り合う。




 c  ．上述のマズハブのイスラーム教を良い方
法で広める。
 d  ．イスラーム教に基づいたマドラサ
（madrasah，近代的イスラーム学校）を増や
す。






















































ていなかったという（2011 年 3 月 5 日，ジュン
ブル〈Jember〉でのインタビュー）。また，1959

































（注 15） 本 稿 で は，Muchith Muzadi［2006a, 
45-54］とSoeleiman Fadeli dan Mohammad Subhan
［2007, 61-69］に掲載されたヒッタを参照にした。
（注 16）ムヒットもこの議長職名変更を強調




























































































（Ali Salam）とのインタビュー，2011 年 3 月 6 日，
ボンドウォソ；ズフディ・ムフドルとのインタ
ビュー，2011 年 3 月 13 日，ジョクジャカルタ）






















れなかった［Muchith Muzadi 2006b, 84］。
（注 28）たとえば，シュリアに 7人の専門家
ウラマーを配置する構想は，大会前にもすでに











































2010］，Tribun Timur［24 Maret 2010］，Duta 
Masyarakat［25 Maret 2010］，Ujung Pandang 











間の収入 400 億ルピア（約 4億円）のうち，77




ウェシ州政府は 5億ルピア（約 500 万円）を寄




























Duta Masyarakat［22 Maret 2010］，Fajar［25 
Maret 2010］，Tribun Timur［25 Maret 2010］，










［Fajar 25 Maret, 2010］。憲法裁判所長官（当時）
マフムドMD（Mahmud MD）も，「大臣のなかに
は電話で影響力を及ぼしている者がいると聞い
た」と述べている［Fajar 24 Maret 2010］。
（注 41）大会初日（3月 23 日）夜，大会運営
規則（Tata Teritb）を定める会議で，総裁と議長





































ドの有力な支持者でもあった［NU Jatim 2010, 
20］。この会合ではサイフラに信頼されたアンソ
ル関係者が集まったキヤイに「お車代（uang 
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（注 1）“Gus Mus: Ketua PBNU Tak Ngeti Politik”
（グス・ムス：NU議長は政治を理解していない）
Tempo.co 17 April 2014（http://www.tempo.co/ 　
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（南山大学外国語学部教授，2012 年 1 月 19 日受領，
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定）
